
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 国語 むずかしい こたえ なまえ

修飾語のかかり方 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 言葉の 位置を 直そう

「重いぼくは母のかばんを持った。」の 矢印の 図(まちがいの ある 文)

重い ぼくは 母の かばんを 持った。

① 図の ように 読むと、重いのは（ かばん ・ ぼく ）に なって しまいます。

② 「ぼくは重い母のかばんを持った。」と 直しても、重いのが 母 とも

かばん とも 読めて しまいます。 順番が 逆でも ○

③ かばんが 重い ことが はっきり わかる ように 直しましょう。 ぼくは

母の重い かばんを持った。

2 読点(、)の 位置を 直そう

④ 父と いっしょに 弟を むかえに 行った ことが はっきり わかる 文は、ア・イの

どちらですか。

ア わたしは、父と弟をむかえに行った。

イ わたしは父と、弟をむかえに行った。

答え イ

アは、父と 弟の 2人を むかえに 行ったとも 読める

3 理由を 考えよう 「間の 言葉に かかると 読まれる」「2通りに 読める」の どちらかが あれば ○

⑤ くわしくする 言葉は、くわしくされる 言葉の 近くに 置くと よいと いわれま

す。それは なぜですか。

(例)間に ほかの 言葉が あると、その 言葉を くわしく して いると 読まれる ことが

あるから。

できた / 5もん
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